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Abstract
The purpose of this study was to examine the students view on sports of people with disabilities before 
and after participating in the amputee soccer experience event.　Moreover, this study also considers an adapted 
sports education at Nagasaki International University（NIU）for the future by referencing cases where it 
was introduced at other universities and the effects it has shown.　The result of this study showed that the 
students view on disabled sports shifted to positive direction by participating in the event, which was similar 
to the results of previous studies.　It further clarifies the importance of keeping in touch with people with 
disabilities and their activities.　We believe that NIU should consider conduction of adaptive sports education 
in part of the class of sports tourism course, because the effect of disability understanding has been shown 
even in the cases introduced by previous studies.　If it will be so, the program should offer the experience 
of adaptive sports, as well as offering the learning knowledge on disability, and further, offering the interaction 
with people with disabilities.
Key words
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要　旨
本研究の目的は、スポーツツーリズムコースのコースイベントとして開催したアンプティサッカー体験会に参
加した学生に対してアンケート調査を実施し、障がい者スポーツへのイメージの変化を明らかにするとともに、
今後の本学における障がい者スポーツを中心としたアダプテッド・スポーツ教育の展開方策について検討するこ
とであった。本研究の結果、先行研究と同様に、アンプティサッカーの体験会を通じて、参加した学生の障がい
者スポーツに対するイメージが肯定的に変化した。さらに、障がい者との直接的な関わりの重要性が明らかと
なった。このことから、本学スポーツツーリズムコースにおいても、障害理解に向けたアダプテッド・スポーツ
教育の導入を検討すべきと考える。その際、アダプテッド・スポーツを体験するだけでなく、障害に関する知識
の習得や障がい者との交流などプログラムを組み合わせる必要があるだろう。
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原　著　論　文 
Ⅰ　緒　　　言
　スポーツ基本法の制定や２０２０年東京オリンピック・
パラリンピックの開催などを背景に、障がい者スポー
ツへの関心が高まっている。その流れを受けて、全
国各地でパラリンピック種目を中心とした障がい者
スポーツの体験会が行われるなど、障がい者スポー
ツの普及ならびに理解促進に向けた取り組みが活性
化している。これらの取り組みは、今後も拡大する
ことが予想される。また、障がい者スポーツの競技
の高度化への対応や、指導者の担い手を広げていく
中で、一般のスポーツの指導経験者が障がい者スポー
ツの指導を行うことが増えつつあり、一般のスポー
ツの指導者やスポーツ関係者に対して、障がい者ス
ポーツの指導方法や、競技の普及を行う動きが注目
されている（堀内［２０１６：１３４］）。これら社会の動
向を踏まえると、スポーツを専攻する学生は、障が
い者スポーツについての基礎知識と指導技術を身に
つけておく必要があるといえるだろう。なかでも、
保健体育科教諭の養成においては、２００７年の改正学
校教育法の施行を受け、より一層、特別支援教育へ
の対応が求められている。
　保健体育科教諭の免許取得が可能な大学を対象に、
障がい者スポーツ関連の授業の実施状況について調
査した研究では、回答があった大学のうち４５％で開
講されていたことを報告している（金山ら［２００９：
１２］）。続く２０１３年度の調査においては、その割合が
４７.９％と微増している（藤田ら［２０１４：３５］）。ただ
し、学生が障がい者スポーツを学ぶ機会は、開講科
目選択や総合演習等における課題設定に対する学生
自身の積極性に依拠している（金山ら［２０１０：２４］）
ことが指摘されるなど、障がい者スポーツに関する
教育の在り方と充実が検討課題となっている。
　本学における障がい者スポーツに関する講義の実
施状況をみると、人間社会学部社会福祉学科にて障
害者スポーツ指導者（初級）の取得が可能であり、
資格関連科目として「障がい者スポーツ」が開講さ
れている。一方、スポーツツーリズムコースならび
に保健体育科の教職課程におけるカリキュラム内で
は、障がい者スポーツに関する講義は開講されてい
ない。
　そこで、今回、本学スポーツツーリズムコースの
学生に対して障がい者スポーツを学ぶ機会を提供す
ることをめざし、コースイベントとして障がい者ス
ポーツの１つであるアンプティサッカーの体験会を
実施した。アンプティサッカーとは、上肢あるいは
下肢に切断や麻痺などの障害のある者のために設計
された障がい者スポーツの１つである。本研究は、
アンプティサッカー体験会に参加した学生の障がい
者スポーツへのイメージの変化を明らかにするとと
もに、今後の本学スポーツツーリズムコースにおけ
る障がい者スポーツを中心としたアダプテッド・ス
ポーツ教育の展開方策について検討を行うことを目
的とした。なお、アダプテッド・スポーツとは、障
害を持つ人がスポーツを楽しむために、その人自身
と、その人を取り巻く人々や環境を問題として取り
上げ、両者を統合したシステムづくりこそが大切で
あるという考え方に基づくものである（矢部［１９９７：
１７］）。つまり、その対象は、障害のある人はもちろ
んのこと、幼児から高齢者、体力の低い人にまで及
ぶ（矢部［２００４：３］）。このため、体育・スポーツ
分野において、特別支援教育の方向性に対応する重
要な概念とされている（金山ら［２００９：１０］）。本研
究では、他大学のアダプテッド・スポーツ教育の導
入事例ならびにその効果に関する報告を参考に、今
後の展開方策を検討する。
Ⅱ　先行研究の考証
１．障がい者スポーツに対するイメージの変化に
ついて
　障がい者スポーツのイメージについては、障がい
者スポーツのイベントを通して肯定的に変化するこ
とが、参加者やボランティア従事者に対する意識調
査の結果から明らかにされている（山田［２００６：
１８］，西垣ら［２０１２：５８］，大山［２０１７：２７４］）。西
垣ら［２０１２：５８］は、それまで障害のある人と直接
触れ合う経験がないために抱いていた否定的なイ
メージが、障がい者スポーツイベントを機に障害の
ある人と関わることで変化したと考察している。ま
た、山田［２００６：１８］の研究において、意識の変容
の程度は、障がい者との空間的・関係的な近接性に
よって異なり、障がい者と直接的に関係を持つ機会
が多いほど、プラスの効果があることが明らかにさ
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れている。
２．大学におけるアダプテッド・スポーツ教育の
効果について
　大学の講義内でアダプテッド・スポーツ教育を導
入した２つの事例について、取り組み内容ならびに
その効果についてみていく。はじめに、体育専攻学
生を対象とした先行研究をみていく。曽根［２０１６：
５３６２］は、体育専攻学生（２年生）を対象にアダ
プテッド・スポーツに関する授業３コマ（１コマ９０
分）を実施した際の授業概要を報告するとともに、
受講学生の障害理解に及ぼす影響を検討している。
授業内容は、初回が「様々な障がい者のスポーツに
ついて知る」、「それぞれのスポーツにおける工夫点
を理解する」ことをねらいとした講義、２　 回目が「ルー
ルが単純な鬼ごっこを題材にして、皆が楽しめるよ
うなルールの工夫を考えることができる」ことをね
らいとする演習、３　 回目が「障がい者のスポーツを
実体験することで、なぜアダプテッド・スポーツが
必要であるのかを理解する」ことをねらいにボッチャ
等の実技であった。参加学生に対して授業の前後で
不平等改善尺度（性別や容姿、出身大学などによっ
て差別されるべきではないという不平等問題の改善
に対する意識）と障害者支援尺度（障害のある人も
生活しやすい世の中にしなければならないという意
識）に関する調査を行った結果、望ましい変化を示
したと報告している。この変化は、アダプテッド・
スポーツの体験を通して、対象に応じたルールや道
具の工夫により、障害の有無にかかわらずスポーツ
を楽しむことができることを具体的に実感できた結
果、漠然とした支援意識が具体的な支援意識へと変
わったためではないかと推察している。また、今後
の課題として、交流体験や障害疑似体験などのこれ
までに多く行われてきた障害理解教育との組み合わ
せなどを検討していく必要性を示している。
　次に、一般体育授業においてアダプテッド・スポー
ツ教育を取り入れた先行研究をみていく。大山［２０１７：
２６７２７６］は、一般体育においてアダプテッド・スポー
ツの体験を中心とした授業（１５コマ）を行い、その
教育効果を検討している。その結果、授業後に「障
がい者がスポーツをするのは危険」や「障がい者と
一緒にスポーツをすることは困難」という否定的な
イメージが薄れ、身体障がい者と「今後関わってみ
たい」と考える学生が増えたことを報告している。
また、授業において障害を焦点化しなかったことや
専攻が異なる学生が混在した中で授業を行ったこと
により、アダプテッド・スポーツを“誰にでもでき
るスポーツ”として理解したことを報告している。
どちらの研究においても、アダプテッド・スポーツ
の体験を通じて、障害理解に向けた教育効果が示さ
れており、障害と健常の差異性ではなく類似性に着
目した学習の中から、他者への理解を深めることに
つながるものと期待している。
Ⅲ　方　　　法
１．アンプティサッカー体験会の内容
　アンプティサッカー体験会は、本学スポーツツー
リズムコースイベントの１つとして実施した。コー
ス担当教員がかねてよりアンプティサッカーの競技
パフォーマンスに関する研究ならびに科学的サポー
トを行ってきたこともあり、今回の実施に至った。
　アンプティサッカーとは、前述したとおり、上肢
あるいは下肢に切断や麻痺などの障害のある者のた
めに設計された障がい者スポーツの１つである。試
合は１チーム７人制で、ピッチサイズは１１人制サッ
カーの約３分の２の広さ（国際基準 ６０ｍ×４０ｍ）で
行われる。ゴールキーパーは上肢に障害のある競技
者が、フィールドプレーヤーは下肢に障害のある競
技者が担当する。フィールドプレーヤーは、義足を
着用せず、医療・リハビリテーションや日常生活に
おいてよく使用されているロフストランドクラッチ
を用いてプレーする。高価な専用器具を用いないた
め、気軽に楽しめるスポーツとして、ヨーロッパを
中心に人気が高まっている。日本国内においては、
９　 つのクラブチームがあり、約９０名の競技者が活動
している（日本アンプティサッカー協会［２０１７］）。
ここ数年で、ジュニア世代や女性競技者の参加が増
えるなど、競技者のすそ野が広がってきている競技
である。
　アンプティサッカー体験会として、本学学生およ
び教員は、アンプティサッカーチームの実戦練習を
目的とした交流戦への参加と小学生対象のアンプ
ティサッカー体験イベントの運営協力を行った。な
お、アンプティサッカーチームは、特定非営利活動
法人日本アンプティサッカー協会に所属し、九州圏
内在住の競技者を中心に結成されたチームであり、
競技者７名とスタッフ１名が参加した。
　交流戦は、日ごろ、チームに所属する競技者数が
少ないため、実践練習が十分にできていないという
競技者からの声を受け、本学学生および教員で結成
したチームとアンプティサッカーチームで対戦した。
なお、交流戦に先立ち、アンプティサッカー競技者
より、本学学生および教員に対して、アンプティサッ
カー特有のクラッチを用いた走り方ならびにボール
の蹴り方などの指導を受けた。
　小学生対象のアンプティサッカー体験イベントは、
交流戦の後に開催した。アンプティサッカー競技者
１～２名と本学学生および教員２名が１グループと
なり、各グループ２５名程度の小学生（計１００名）を
対象にアンプティサッカーの指導を行った。
２．調査対象者
　調査対象者は２０１７年９月にアンプティサッカー体
験会に参加した本学スポーツツーリズムコースの学
生７名であった。すべての対象者が保健体育科の教
職課程に在籍している者であった。
３．調査の手続き
　アンプティサッカー体験会の前後に障がい者スポー
ツのイメージ等に関するアンケート調査を実施した。
事前調査は、体験会の会場に到着直後に、調査の概
要、記入方法について説明を行い、同意を得たのち、
一斉法により実施した。なお、記入した調査票はそ
の場で回収した。事後調査は、アンプティサッカー
体験会の終了後、片づけを完了した後に事前調査と
同様の手順で実施した。
　倫理的配慮として、無記名にて実施した。そのた
め、アンケート票に予めナンバリングを行い、事前
調査と事後調査の票が対になるように準備を施した。
また、調査への参加に際して、自由意志であり、参
加を拒否したことによって不利益を被ることがない
ことを口頭にて十分に説明し、書面にて同意を得た。
なお、本研究は、本学人間社会学部国際観光学科研
究倫理委員会の承認を得て実施された（H２９F０６）。
４．質問項目
　障がい者スポーツのイメージについて
　障がい者スポーツに対するイメージについて、西
垣ら［２０１２：５６］に従い、否定的イメージと肯定的
イメージを対にした１０項目を事前と事後の両調査に
て質問した。以下に１０項目の設問を示す。
①　大勢で楽しめない―大勢でも楽しめる
②　技術向上は望めない―技術向上もある
③　見ていてもつまらなさそう―おもしろそう
④　スポーツを行う意味がない―とても意味がある
⑤　スポーツを行うのは危ない―危なくはない
⑥　できることが限られてしまう―工夫をすればい
ろいろできる
⑦　スポーツをするのは難しいこと―簡単なこと
⑧　スポーツをやるべきではない―積極的にやるべ
き
⑨　スポーツをする環境が作れない―環境を作るこ
とができる
⑩　健常者が一緒にやるものではない―一緒にでき
ると思う
　否定的なイメージを「１」とし、肯定的なイメー
ジを「５」として、考えに最も近い番号に〇をつけ
るように指示した。
　障がい者スポーツの経験およびアンプティサッ
カーの認知度について
　障がい者スポーツの経験およびアンプティサッカー
84
宮本彩，元嶋菜美香，元安陽一，田井健太郎，熊谷賢哉，宮良俊行
図１　アンプティサッカー体験会での交流戦の様子
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の認知度については、自作の質問および選択項目に
より調査した。
　事前調査にて、「あなたは障がい者スポーツを観
たことがありますか？」という設問に対して、「１．
試合会場で観戦したことがある」、「２．TV で観戦
したことがある」、「３．これまで観たことがない」
の選択肢から、複数回答法により回答を得た。また、
「あなたは障がい者スポーツを体験したことがあり
ますか？」という設問に対しては「１．ある」と「２．
ない」の二者択一とし、「１．ある」と回答した者
に対して「ａ．学校の授業で体験した」、「ｂ．体験
イベントに参加した」、「ｃ．その他」とともに体験
した種目の自由記述を求めた。
　「あなたはアンプティサッカーという競技をご存
知でしたか？」という設問に対して、「１．以前か
ら知っていた／知っている」、「２．名前を聞いたこ
とはあるが、くわしくは知らない」、「３．今回のイ
ベントで知った／これまで知らなかった」の選択肢
から、単一回答法により回答を得た。
　体験しての感想ならびに今後の意向について
　体験しての感想ならびに今後の意向については、
自作の質問文および選択項目により調査した。
　事後調査にて、体験会の感想を「アンプティサッ
カーが体験できて、楽しかった」、「アンプティサッ
カー選手のプレーが観られてよかった」、「アンプティ
サッカー選手と一緒にゲームができてよかった」の
３項目について、「１．そう思う」、「２．どちらか
と言えばそう思う」、「３．どちらとも言えない」、「４．
あまりそうは思わない」、「５．全く思わない」の５
件法にて回答を得た。加えて、体験してみての感想
を記述形式にて回答を得た。
　今後の意向については、「今後、アンプティサッカー
のイベントがあったら参加してみたいですか？」と
いう設問に対して、「１．ぜひ参加したい」、「２．
都合が合えば参加したい」、「３．あまり参加したく
ない」、「４．参加したくない」、「５．わからない」
の選択肢から、単一回答法により回答を得た。また、
「今後、障がい者スポーツに関わってみたいと思い
ますか？」という設問に対して、「１．ぜひ関わっ
てみたい」、「２．機会があれば関わりたい」、「３．
あまり関わりたくない」、「４．関わりたくない」、「５．
わからない」の選択肢から、単一回答法により回答
を得た。
　その他に、「障がい者スポーツの普及のためには、
どのような取り組みが有効的だと思いますか」につ
いて「１．学校（小中高校および大学など）の授業
で障がい者スポーツに取り組む機会がある」、「２．
障がい者スポーツを実際に体験できる機会がある」、
「３．障がい者アスリートによる講演会がある」、「４．
障がい者スポーツについて積極的な情報発信をする」、
「５．その他（自由記述）」の選択肢から、複数回答
法により回答を得た。
５．データ処理
　アンケート調査は、質問項目ごとに単純集計を行
い、度数とその割合を算出した。また、事前調査と
事後調査の比較には、対応のあるｔ検定を実施した。
Ⅳ　結　　　果
　障がい者スポーツのイメージについて
　事前調査において、最も平均点が高く、肯定的な
イメージを持っていた項目が「健常者が一緒にやる
ものではない―一緒にできると思う」で４.６±０.５点
であった。一方、否定的なイメージを持っていた項
目は「スポーツを行うのは危ない―危なくはない」
で２.３±１.０点であった。
　事後調査においては、「大勢で楽しめない―大勢
でも楽しめる」と「健常者が一緒にやるものではな
い―一緒にできると思う」において参加学生７名全
員が「５」と回答した。最も平均点が低かった項目
は「スポーツをするのは難しいこと―簡単なこと」
で３.４±１.３点であった。
　事前調査と事後調査を比較すると、すべての項目
で平均点が高くなり、肯定的なイメージへと変化し
ていた。特に、「スポーツを行うのは危ない―危な
くはない」（t（６）＝－６.９７, p＜０.０１）、「できることが
限られてしまう―工夫をすればいろいろできる」（t
（６）＝－２.９７, p＜０.０５）、「スポーツをする環境が作れ
ない―環境を作ることができる」（t（６）＝－４.５８, p＜
０.０１）の３項目で有意な差が認められた。
　障がい者スポーツの経験およびアンプティサッ
カーの認知度について
　障がい者スポーツの観戦経験については、「３．
これまで観たことがない」が５名と最も多かった。
「１．試合会場で観戦したことがある」と回答した
者は１名で、観戦した種目については陸上競技と回
答した。また、「２．TV で観戦したことがある」と
回答した者は１名で、パラリンピックと回答した。
　障がい者スポーツを体験したことが「１．ある」
と回答した者は１名のみで、「ａ．学校の授業で体
験した」と回答した。
　アンプティサッカーの認知度については、「２．
名前を聞いたことはあるが、くわしくは知らない」
と回答した者が１名のみで、その他は「３．今回の
イベントで知った／これまで知らなかった」であっ
た。
　体験しての感想ならびに今後の意向について
　体験会の感想に関する「アンプティサッカーが体
験できて、楽しかった」、「アンプティサッカー選手
のプレーが観られてよかった」、「アンプティサッカー
選手と一緒にゲームができてよかった」の３項目に
ついて、参加学生７名全員が「１．そう思う」と回
答した。自由記述では、「難しかった」や「きつかっ
た」という意見が多くみられるとともに「選手がす
ごかった」「選手とゲームができて良かった」とい
う意見がみられた。
　「今後、アンプティサッカーのイベントがあった
ら参加してみたいですか？」という設問に対して、
「１．ぜひ参加したい」が３名、「２．都合が合えば
参加したい」が４名と、参加学生７名全員が前向き
な回答であった。また、「今後、障がい者スポーツ
に関わってみたいと思いますか？」という設問に対
しても、「１．ぜひ関わってみたい」が３名、「２．
機会があれば関わりたい」が４名であった。
　障がい者スポーツの普及のために有効的だと思う
取り組みについては「２．障がい者スポーツを実際
に体験できる機会がある」が４名と最も多く、次い
で「１．学校（小中高校および大学など）の授業で
障がい者スポーツに取り組む機会がある」が３名で
あった。
Ⅴ　考　　　察
　本研究の目的は、本学スポーツツーリズムコース
のコースイベントとして開催したアンプティサッカー
体験会に参加した学生に対してアンケート調査を実
施し、障がい者スポーツへのイメージの変化を明ら
かにするとともに、今後の本学スポーツツーリズム
コースにおける障がい者スポーツを中心としたアダ
プテッド・スポーツ教育の展開方策について検討す
ることであった。
１．障がい者スポーツに対するイメージの変化に
ついて
　障がい者スポーツへのイメージについては、西垣
ら［２０１２：５６］の結果と比較して、事前調査では１０
項目いずれも本研究の平均値の方が低値であった。
この要因として、先行研究の調査対象者がイベント
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および事後調査の結果
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の企画段階から参加していたのに対して、本研究の
調査対象者は教員等からの呼びかけを受けてアンプ
ティサッカー体験会へ参加したことが影響したもの
と考えられる。このことは、西垣ら［２０１２：５７］も、
自ら企画のスタッフとして参加したいと望んだ学生
が多かったため、企画前の段階からあまり否定的な
イメージを抱いてはいなかったと述べている。各項
目の平均点をみても、本研究の調査対象者が否定的
なイメージを持っていたというよりも、先行研究の
調査対象者が事前調査時点でより肯定的なイメージ
を持っていたといえるだろう。事後調査の結果につ
いてみると、西垣ら［２０１２：５６］の結果と同程度と
なり、アンプティサッカー体験会を通して肯定的な
イメージへと変化した。この結果は、障がい者スポー
ツイベントへの参加者や障がい者スポーツボランティ
アの従事者に対する意識調査の結果と類似するもの
であった（山田［２００６：１８］，西垣ら［２０１２：５８］，
大山［２０１７：２７４］）。山田［２００６：１８］は、意識の
変容の程度は、障がい者との空間的・関係的な近接
性の違いによって異なり、障がい者と直接的に関係
を持つ機会が多いほど、プラスの効果があることを
明らかにしている。今回のアンプティサッカー体験
会では、アンプティサッカー競技者から技術指導を
受け、交流戦を戦うなど、障がい者と参加学生との
関係が非常に近いものであったといえる。このこと
が、事後調査において「大勢で楽しめる」や「一緒
にできると思う」と参加者全員が回答することにつ
ながったものと考えられる。さらに、支援する側と
支援される側といった明確な区分がない関係性のな
かで、交流を図ることができたことも、イメージの
変化に大きく影響したものと推察される。アンプ
ティサッカー競技者と同じピッチに立ち、ボールを
蹴りあったことで、「スポーツを行うのは危なくは
ない」ことや「工夫をすればいろいろできる」とい
うことを、身をもって体験することができたと考え
られる。また、アンプティサッカー競技者の練習に
準備も含めて参加したことや、競技者とともに小学
生対象のアンプティサッカー体験イベントの運営を
行ったことが「スポーツをする環境を作ることがで
きる」という項目に対する肯定なイメージの変化に
影響したものと推察される。塩田・徳井［２０１６：１５６］
は、障がい者スポーツを通した障がい者との直接交
流は、障害理解という面だけでなく、共生・平等意
識の形成などの点で効果的に働くことが期待される
と述べている。また、障がい者のスポーツ実施の機
会を増やすためには、地域におけるスポーツ環境を
ハード面とソフト両面の両面で整え、スポーツにア
クセスできるようにしていく必要がある（堀内［２０１６：
１４６］）。大学において障がい者スポーツイベント等
の企画・運営や学生ボランティア等でのイベント協
力を積極的に行っていくことは、これら課題の解決
に向けた一助にもなり得る。
　今回のアンプティサッカー体験会は、学外での実
施であったため、学生の参加者が少なく、調査の対
象者数が十分とは言えない。そのため、今後も継続
的に障がい者スポーツの体験会の機会を設け、障が
い者スポーツの体験やボランティア参加に伴う障が
い者スポーツへのイメージの変化を明らかにすると
ともに、障害理解に向けた教育的効果を検討する必
要があると考えている。
２．アダプテッド・スポーツ教育の展開方策
　２００７年の改正学校教育法の施行や２０１６年の障害者
差別解消法の施行により、特別支援教育への対応や
学校現場での合理的配慮の提供が必須となる中、大
学においても障害理解に向けた教育の充実がより一
層求められている。
　大学教育における「障害理解教育」では、障害に
関する「知見」を提示するだけでなく、障がい者と
の「かかわり」の中で考えるプロセスが必要である
ことが指摘されている（中村［２０１１：７８］）。とは
いえ、障害への理解をめざして講義を展開した際に
は、障害特性などの知識の説明や支援等の関わり方
を学ぶことが多くなり、学生によっては障がい者を
特別な存在として理解することが懸念される。今後、
本学スポーツツーリズムコースの学生に対して障害
理解教育を展開する際にも、これら懸念事項を踏ま
え、講義内容や取り組み方法などの工夫が必要とな
るだろう。
　日本体育学会アダプテッド・スポーツ科学領域で
は、保健体育科の教職課程での障害理解教育に関し
て“教員免許取得における「アダプテッド体育」履
修必修化を目指して”というテーマで、２０１４年から
継続して学術会議にてシンポジウムが開催され、議
論が進められている。この基本概念であるアダプ
テッド・スポーツは、ルールや用具を実践者に adapt
（適合）させ、誰でも楽しむことができるように工
夫されるスポーツであり、その指導法は健常者でも
初心者や高齢者などの低体力者の場面にフィードバッ
クが可能である（矢部［２００４：３］）。そして、アダ
プテッド・スポーツを通した学びにより、運動能力
や体格の異なる児童・生徒・学生への理解、個性を
尊重した他者との協調性やインクルーシブな視点を
育むことが期待されている。
　これより先は、他大学のアダプテッド・スポーツ
教育の効果に関する報告を参考に、今後の本学ス
ポーツツーリズムコースにおける展開方策について
検討していくこととする。曽根［２０１６：５３６２］は、
体育専攻学生（２年生）を対象にアダプテッド・ス
ポーツに関する授業３コマ（１コマ９０分）を実施し
た結果、授業の前後で不平等問題の改善に対する意
識や障害のある人も生活しやすい世の中にしなけれ
ばならないという意識が高まったことを報告してい
る。また、大山［２０１７：２６７２７６］は、一般体育授
業（１５コマ）においてアダプテッド・スポーツ教育
を取り入れた結果、授業後に障がい者へのイメージ
が肯定的に変化し、身体障がい者と「今後関わって
みたい」と考える学生が増えたことを報告している。
この２つの先行研究では、障がい者との直接的な交
流は実施されていないものの、一定の障害理解の向
上が示されている。この点は、本学スポーツツーリ
ズムコースにおけるアダプテッド・スポーツ教育の
展開方策を考える上で重要な知見といえる。また、
曽根［２０１６：５３６２］の研究において、授業回数が
３コマと講義内での限定的な導入であったにも関わ
らず、教育効果を上げている点も注目すべき点とい
える。渡邉［２０１７：５３］は、教職課程に関わる教員
それぞれの科目や実技の中に特別支援教育および障
がい者スポーツに関する内容を盛り込み、大学全体
として取り組んでいる事例を報告している。現在、
障がい者スポーツあるいはアダプテッド・スポーツ
に関する講義の開講がない本学スポーツツーリズム
コースにおいても、講義の一部に取り入れるなどの
工夫により、学生に対するアダプテッド・スポーツ
教育の充実を図ることが可能と考える。ただし、中
村［２０１１：７８］が指摘した障がい者との「かかわ
り」の中で考えるプロセスの必要性を踏まえると、
やはり、障がい者との交流機会を設けることも非常
に重要なことといえる。そのため、今後も今回のア
ンプティサッカー体験会のような機会を積極的につ
くるとともに、行政機関や福祉関連団体等との連携
を図りながら、イベント等への参加・参画について
検討していく必要があると考えている。また、曽根
［２０１６：５３６２］が指摘しているように、障がい者ス
ポーツの実技や体験のみならず、他の障害理解教育
も組み合わせた多角的な教育が重要といえる。その
際、人間社会学部社会福祉学科のリソースを活用す
るなど、学科を越えた教員間の有機的な連携により、
質の高いアダプテッド・スポーツ教育の提供が可能
になると考える。
　本学スポーツツーリズムコースにおいて障がい者
スポーツを中心としたアダプテッド・スポーツ教育
を展開する際に、渡［２０１２：３２３］が提案している
障がい者スポーツの捉え方は、１　 つの指針になり得
ると考えている。渡［２０１２：３２３］は、著書の中で、
障がい者スポーツとは、健常者も含んだ、私たちの
身体のあり方に関心を向け、その差異を常に含み込
み、身体の多様性を前提に行われるようなスポーツ
として捉えることを提案している。この捉え方は、
スポーツに参加する者に序列をつけることなくすべ
て受け入れ、活かしていくというものであり、アダ
プテッド・スポーツの概念以上に障がい者スポーツ
を大きく捉えた考え方といえる。本学スポーツツー
リズムコースにおけるアダプテッド・スポーツ教育
においても、「障害」に焦点化しすぎず、多様な「身
体のあり方」を理解した中で、多くの人とスポーツ
の楽しみを享受することを学ぶことが肝要と考える。
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